
























































"Student Music Festival" as a part of basic qualification class aims at improving students' musical intelligence, relationship
management ability and expressive power. The authors made a questionnaire survey immediately after the festival on the
students who attended the festival, asking whether they could develop their consciousness of music, planning ability, human
relationship and execution power necessary for carers. This paper describes how they as a carer recognized music through the




































































































































































































































らの設問に対して、9 2 .0％、1 0 0 .0％、
100.0％、100.0％の学生が、「非常についた」もし
くは「まあまあ」と受け止めていることから、学生
音楽祭は、学生のモチベーションや音楽に対する表
現力を高めるだけでなく、保育者養成の現場で必ず
身につけなければいけない、保育者としての資質を
も向上させる、大変有意義な行事であるに違いな
い。
６．まとめ
保育者に必要とする豊かな感性を育むためには、
自らの心と身体をやわらかくし、表現への気づきを
もつことが必要とされる。
音楽の基礎力として、鍵盤楽器学習は単に技術の
習得ではなく、演奏に対する表現の意識を高め、楽
譜に書かれた音を、音楽表現の音としての意識をも
って弾く・うたうという認識が大切である。しかし、
個人で練習する時には、とにかく早く弾けるように
なりたいという気持ちが先立ち、弾くという作業的
な動作にとどまっているように見受けられる。
そこで、学生が発表を通して企画力や人間関係力
を育み、保育者としての実践力を身につける学生音
楽祭は、調査結果から見ると、出演してよかった、
音楽の楽しさを味わうことができたと感じている学
生が非常に多い。発表までの約半年間、音楽と向き
合う主観性と、第三者を意識した客観性をもちつつ、
さらに運営などの人間関係を築くことも求められ
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る。
本調査結果から、学生音楽祭を通して、音楽を第
三者に伝えようという意識を持つ気づきを感じた学
生は多い。
また、学生と音楽教員とのコミュニケーションで
は、ともすればピアノの先生は怖い、厳しいと学生
は思いがちであるが、学生音楽祭を通して音楽教員
を身近に感じていることは、きわめて重要な要素で
ある。
音楽教員相互の連携では、専任教員と非常勤講師
が、指導上の情報を共有しあって人間関係を深めて
いると思われる。
出演学生は発表を通して音楽の楽しさや喜びを感
じ、楽譜を読み取るという基本的なことに気づき、
音楽を受容して身体で受け止める表現発表を身近に
感じ、意識をやわらげることができていると考えら
れる。しかし、卒業後の保育実践力に必要な知識や
技能の向上という観点では、出演学生は十分に実践
力が身についたとは思っていないものの、まあまあ
身についたと受けとめている者が多い。本調査結果
において、まあまあの回答は本項目が最も高く、楽
しい、協調性が身についたにとどまらないで、事
前・事後のガイダンスにおいて保育実践現場にどの
ように位置づけて行くことが好ましいか指導が必要
であることがわかった。
基礎技能としての音楽の目指すねらいの成果は見
られたが、学生音楽祭後は、後期試験の準備となる。
２年間という限られた期間において発表の経験で体
得した音楽の楽しさや知識を感じて実技試験に臨ん
でほしいと筆者たちは考えるが、ある意味では、こ
の経験が音楽のスタートとも言えるかもしれない。
音楽を楽しむことは容易であるが、筆者たちは、
子どもの感性を育むことを意識して自身の音楽観を
確立し、客観的に音楽をとらえることができる学生
の育成と授業を検証することに努めていきたい。
本稿は、日本音楽教育学会第40回大会において口
頭発表した内容をまとめたものである。
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